
「大谷」について、５月１４日（日）午前10時30分～10時40分とちぎ
テレビ「教えてイイトコUTSUNOMIYA」（再放送）で放送します（48
ページ参照）。併せてご視聴ください。

フランスオルレアン出身。24歳で
留学のため、宇都宮へ。現在は、市
内でフランス語教室「ドゥ・シャ
ザール」を営む。好きなものは、歴
史、映画、

ギョーザ

餃子、チョコレートなど。
好きな日本語は「がんばります」。
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　今回、僕が訪れたのは大谷エリア。今、とても盛
り上がっている地域と聞いてきました。まず来たの
は大谷資料館。すごい景色ですね。フランスにこん
な独特な場所はありません。外国人観光客の皆さん
も、見たらみんなとても驚くと思います。館長の説
明を聞いて、かつてここから大谷石を背負って地上
へ運んでいたと知ってまた驚きました。
　次に訪れたのは、石工職人の渡邉哲夫さんの工房。
職人技を目の当たりにして圧倒されましたね。大谷
石は、ヨーロッパの大理石などと違って柔らかくて、
手作業で加工できるのが面白いですね。今まで何と
なく見ていた大谷石ですが、今日の体験で見る目が
変わりました。皆さんも今度、じっくり大谷を楽し
んでみてはいかがでしょうか。

外国人の皆さんに宇都宮のイイトコを訪れてもらいました

今回のテーマは「大谷」

13大谷資料館で館長の説明を受けるマイエルさん。2渡邉さんの
もとで、作品づくり体験を行うマイエルさん。

今回のゲスト
ドゥ・シャザール・
　　　 マイエル・ギヨムさん
　　　　　　　　　　　（フランス）
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はつらつ     っこ
今、輝いている市民

エ
ス
ペ
ー
ル
賞
に
背
中
を
押
さ
れ

　
　
　
　
　
　決
意
新
た
に
芸
術
活
動

　芸
術
の
創
造
活
動
が
特
に
顕

著
で
、
今
後
の
活
動
が
期
待
で

き
る
芸
術
家
に
対
し
て
贈
ら
れ

る
宇
都
宮
エ
ス
ペ
ー
ル
賞
。
受

賞
し
た
伊
藤
さ
ん
は
、
「
制
作

中
は
迷
う
こ
と
も
あ
る
が
、
今

回
の
受
賞
で
、
自
分
の
思
う
ま

ま
に
進
ん
で
い
い
ん
だ
と
背
中

を
押
し
て
も
ら
え
た
」
と
話
し

ま
す
。

　現
在
、
宇
都
宮
メ
デ
ィ
ア
・

ア
ー
ツ
専
門
学
校
の
非
常
勤
講

師
を
し
て
い
る
伊
藤
さ
ん
。
油

絵
と
土
の
作
品
を
制
作
し
、
若

手
芸
術
家
の
登
竜
門
で
あ
る

「
V
O
C
A
展
」
で
高
い
評
価

を
受
け
た
こ
と
や
、
今
ま
で

数
々
の
賞
を
受
賞
し
、
才
能
が

多
彩
で
あ
る
こ
と
が
今
回
の
受

賞
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

　壮
大
な
森
の
生
態
系
を
表
現

す
る
作
品
の
背
景
に
は
、
伊
藤

さ
ん
が
生
ま
れ
、
現
在
も
活
動

の
拠
点
に
し
て
い
る
茨
城
県
笠

間
市
で
の
生
活
が
強
く
影
響
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
自
然
豊
か

な
環
境
の
中
で
「
自
然
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
ど
う
表
現
す
る
か
」

と
、
想
像
力
を
膨
ら
ま

せ
、
現
在
の
作
風
に
た

ど
り
着
き
ま
し
た
。

　「
表
現
力
を
よ
り
高

め
、
宇
都
宮
の
文
化
芸

術
の
発
展
に
貢
献
し
た

い
」
と
力
強
く
話
す
伊

藤
さ
ん
。
「
こ
れ
か
ら

の
こ
と
を
考
え
る
と
ワ

ク
ワ
ク
す
る
」
と
、
話

し
て
く
れ
た
そ
の
姿
に
、

期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

美
術
家
　伊
藤
遠
平
さ
ん

◎毎月1日は「もったいないの日」日々の行動を振り返ろう　市では、地球上にあるすべての
ものに、尊敬と感謝の気持ちを持ち、人やものを大切にする「もったいない運動」を進めてい
ます。日々、実践している行動をさらなる行動・実践につなげるために、月の初めに先月まで
の行動を振り返り、今月の行動・実践につなげましょう。問環境政策課☎(632)2417
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